






 第IV節　大樽遺跡第6次調査

 1.検出遺構

 今回野調査で検出された遺構は63基である。これらの遺構は、縄文時代及び中世に属するもので

 ある。HY(住居跡)3基、DY(土壙)22基、PY(ピット)34基、DN(井戸)2基、NN(配

 石遺構)1基ある。ここでは、縄文時代を中心に概述する。

 1)竪穴住居跡(HY17・35・36)「第54・55図」

 HY17は調査区の中央部で確認された。平面形はほぼ円形を有しており、長短径3.5～3.6m、深

 さ41ｃｍを測る。埋土は3層に分けられたが、上部は削平されたものと判断される。PY65～70のピッ

 ト群は壁柱穴と推測される。出土遺物には第58図16～18・25の土器片がある。

 HY35はHY１7の西側、中央部西側の壁面で確認されが、西側が調査区外であることから、平面

 形は不明であるが隅丸方形を呈されたものと判断される。確認長径(4.7m)、深さ16cmを測る。埋

 土は4層に分けられ、底面はほぼ平坦であるが西側が若干低い。壁柱穴は確認していない。DN36

 井戸跡に切られDY61土壙と重複している。

 HY36はHY17の南側、南壁側で確認された。南側の一部をDY22に切られているが、平面形は

 楕円形を呈するものと推測される。確認長径(4.4m)、深さ19ｃｍを測る。底面はほぼ平坦であるが

 西側になるほど若干低くなる。埋土は1層のみである。上部は削平されたものと判断される。PY32

 ～34・41～43・55の7基のピット群は住居跡に伴うものとと推測される。

 2)土壙(DY4・6・9・26)「第55・56図」

 DY4は調査区の北側で確認された。NN5に重複し切られており、平面形はほぼ円形を有する

 ものと推測される。確認長径(2.3m)、深さ56cmを測る。埋土は4層に分けられ、底部は平坦である。

 DY6はDY5の西側で確認された。NN5に重複し切られており、平面形は不整楕円形を呈する。

 確認長径(6.5m)、深さ71cmを測る。埋土は4層に分けられ、西側で落ち込みが確認された。

 DY9は調査区の中央部の西側で確認された。西側は調査区外であるが、平面形はほぼ円形を呈

 するものと推測される。確認長径(2.5m)、深さ42ｃｍを測る。埋土は6層に分けられた。

 3)井戸跡(DN36・53)「第54・55・57図」

 DN36はHY35内の南側で確認された。上部から下部まで河原石を積み込んだ石積の井戸である。

 平面形は円形を呈し、掘り方は長径約1.5m、深さ2.5mを測る。半裁はしていないことから埋土の

 状況は不明である。遺物は出土していないが、中世期に属するものと判断される。

 DN53はHY35とHY36内の間で確認された。DN36と形態が同様である。平面形は南北方向に

 長軸をもつがほぼ円形を呈する。掘り方は長径約1.6m、深さ2.0mを測る。半裁はしていないこと

 から埋土の状況は不明である。遺物は出土していないがDN36と同様中世期に属するものと判断さ

 れる。

 4)集石遺構(NN5・16・26)「第54・56・57図」

 NN5はDY4の西側で確認された集石遺構である。DY4に切られDY6を切る。平面形は不

 整楕円形を呈する。掘り方は確認長径(約4m)、深さ31cmを測る。埋土は4層に分けられる。底面
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 には20～50cm大の河原石を含む礫群が多量確認された。

 5)溝跡(KY3)「第54・57図」

 KY3は調査区の北東側で確認された。溝跡と判断するか土壙と判断するかであるが、平面径は

 やや長めの楕円形を呈し、長径4.9m、深さ48cmを測る。埋土は5層に分けられる。

 2.出土遺物

 今回の調査で出土した遺物は、その大半が縄文土器であり、他に円盤状土製品・石器・石製品・

 礫等がある。遺物の総数は1735点、整理箱に約7箱出土している。遺構内から出土した遺物を中心

 に概述する。

 1)出土土器

 ・B群土器「第60図17～19」

 貝殻腹縁圧痕文と貝殻沈線文を組合わせて構成するもので、常世式に平行するものである。

 ・C群土器「第59図22・23」

 貝殻腹縁沈線文を横位に施文するもので、内湾する器形は明神裏Ⅲ式の特徴である。

 ・E群土器「第59図20～23,第60図12・13・20～23」

 撚糸圧痕文に交互の斜行沈線を交互に加えたものや蕨状撚糸圧痕文を配するもの。帯状にキザミ

 を加えて口縁部文様帯を置き胴部を羽状縄文で構成している。花積下層式に併行する。

 ・G群土器「第59図26」

 斜縄文に結節部分を横に転回するもので前期末の土器と推測される。

 ・N群土器「第58図2,第59図1～4・25」

 太状の沈線文と稜線文で文様を構成するもので、変形「J」字状文や「の」字状文が存在するこ

 とから綱取式に併行するものと考えられる。

 ・0群土器「第58図1・3,第59図5～12・14・15・19・20・27・28,第60図2～4～6・14・15・25・

 26・28・30」堀之内1式と三十稲葉式に併行する土器群を一括した。前者は沈線文によるステッ

 キ状文や同心円文、バスケット状文を口縁部から胴部に配するのを特徴としているが、後者は円孔

 状の及び半円状の突刺文を多様して構成している。

 ・P群土器「第59図13,第7・9～11・16・27・29・31図」

 入組文や平行沈線文等を単位文様として横位に展開するもので、宝ケ峰式に平行する。

 ・Q群土器「第59図24,第60図8」

 2点出土している。クランク状の入組文にキザミ加えた単位文様を主体として横位に展開するも

 ので、十腰内式に平行するものとみられる。
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 2)出土石器「第61図1～10・第62図1～7」

 石器、石製品は総数314点出土している。完成石器は1～4の石鎌、5は異形石製品、7の石箆状

 石製品、14の磨製石斧、17が円盤状石製品、18が当市大浦遺跡群から出土例が多い、中世期に属す

 る3単位の取っ手が付属する内耳取手土鍋である。他に凹石等がある。石箆状石製品、14の磨製

 石斧、17が円盤状石製品、18が当市大浦遺跡群から出土例が多い、中世期に属する3単位の取っ

 手が付属する内耳取手鍋である。他に凹石等がある。
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 第Ⅴ節大樽遺跡第7次調査

 1.検出遺構

 今回の調査で検出された遺構は、調査面積が66.3㎡と小範囲であったことから27基のみの確

 認である。検出された遺構にはDY(土壙)14基、PY(ピット)11基、KY(溝跡)1条あ

 る。これらの遺構は縄文中期及び中世に属するものである。ここでは遺構の概略を述べる。

 1)土壙

 DY1「第63・64図」

 調査区の北側中央壁面で確認された。重複関係認められない。平面形は不正楕円形を有する

 ものと推測される。確認長径(80Cm)、深さ39cmを測る。埋土は3層に分けられ底部には河原

 石が数個確認された。、底部は西側が垂直に近く、東側が緩やかに堀込んでいる。出土遺物は

 ないが、縄文後期に属するものと判断される。

 DY2「第63・64図」

 調査区の南側中央壁面で確認された。DY１１・PY23と重複し双方を切っている、平面形は

 不正楕円形を有するものと推測される。確認長径(1.4m)、深さ26cmを測る。埋土は4層に分

 けられ、底部はほぼ平坦である。出土遺物はないが、縄文後期に属するものと判断される。
 DY3「第63・64図」

 調査区の北東側で確認された。重複関係認められない。平面形はほぼ楕円形を有し、確認長

 径80cm、深さ39cmを測る。埋土は1層であり、南西側が若干窪んでいる。出土遺物はないが、
 縄文後期に属するものと判断される。

 2.出土土器

 ・A群土器「第65図45・46」

 細線による斜行文と半載竹管文による平行沈線文の土器片で、田戸下層式とみられる。
 ・B群土器「第65図1」

 貝殻腹縁圧痕文を上下に配した土器片で、大寺式及び常世式に平行する。

 ・E群土器「第65図2・3」

 太状の原体を用いた羽状縄文の胴部片であり、前期初頭に位置付けられる。

 ・J群土器「第65図4～13」

 調整沈線と隆線を組み合わせて懸垂文や渦巻文を構成するもので、大木8b式に求められる。
 ・K群土器「第65図14～20」

 縦位の「U」字状文もしくは楕円文を単位文様として展開するものであり、大木9b式に併
 行するものと考えられる。

 ・L群土器「第65図21・22」

 断片であるが、磨消縄文の手法を施したものであり、「C」字か「S」字状文等の単位文様
 を配するものと考えられる。大木10a式に併行するものと推測される。
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 ・O群土器「第65図23～38」

 多条の細線を用いて縦及び同心円文やバスケット状に構成するものと太状の沈線文でステッキ状

 文を構成するものに分けられる。堀之内1式に併行する。

 ・P群土器「第65図39～43」

 沈線文による平行から円形、方角文等を配し、内部に縄文を埋めるもので、加曽利B式及び宝ケ

 峰式に平行するものと考えられる。
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 第VI節　大樽遺跡第8次調査

 1.検出遺構

 今回の調査区は2箇所あり、便宜上西側をA区、東側をB区と呼称した。第8次調査で検出
 された遺構は27基である。これらの遺構は、縄文中期・後期及び中世に属するものである。今
 回検出された遺構にはDY(土壙)5基、PY(ピット)18基、KY(溝跡)2条、DN(井
 戸)2基ある。B区は撹乱が著しく土壙1基、ピット1基のみである。

 1)土壙

 DY１「第67・68図」

 A調査区の北東側で確認された。重複関係は、中世期の浅い土壙DY21に切られている。平
 面形は楕円形を有するものと推測される。確認長径(2.2m)、深さ79cmを測る。埋土は2層に
 分けられる。底部は西側が垂直に近く、東側が緩やかに掘込んでいる。後期の遺物が出土して
 いることから、縄文後期に属するものと判断される。

 DY20「第67・68図」

 A調査区の西側中央部のピット群が密集する付近で確認された。重複関係はない。平面形は
 不正形を有する。確認長径(1.1m)、深さ16cmを測る。埋土は1層ものであり、底部はほぼ
 平坦である。出土遺物はないが、縄文後期に属するものと判断される。
 2.出土土器

 ・B群土器「第69図17・18・39」

 半載竹管文を用いた波状沈線文を境として貝殻腹縁圧痕文を施したもので、常世式に平行す
 るものとみたい。

 ・C群土器「第69図12～16・40・47～49」

 太状の貝殻沈線を主体としたもので、中間を貝殻腹縁によるキザミや圧痕文を加えるのが特
 徴となる。明神裏Ⅲ式に求められる。,

 ・E群土器「第69図19～24・27・28・50」

 斜縄文と羽状縄文の土器片であり、胎土に多量の繊維を含むことから前期初頭に位置するも
 のと考えられる。

 ・H群土器「第69図25・26・29～31」

 3本多条の斜縄文土器で石英砂を多量に含む。前期末の所産とみる。
 ・N群土器「第69図1・5・6・１１・22・33・34・36・38」

 太状の沈線文と稜線で文様を構成するものであるが、破片のために全体の構成は明確にでき
 ないが、概ね「J」字状文を配するものと考え綱取式に平行するものとみたい。

 ・O群土器「第69図2・3・7～10・41・42～46・51・52・55～57」

 細線による文様と太状の沈線によるステッキ状文から堀之内1式に平行する土器群と突刺文
 を多様する三十稲葉式の土器群を一括した。

 ・P群土器「第69図32・37・53・54」

 破片であるが、沈線文で単位文様を構成する仲間で、宝ケ峰式に平行するものとみたい。
 ・Q群土器「第69図59」

 隆線を突起状に配し、沈線文を方格状に配したものであり、十腰内式に類例がある。
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 第Ⅶ節　大樽遺跡第9次調査

 1.検出遺構

 今回の調査区は2箇所あり、便宜上北側をA区、南側B区と呼称した。第8次調査で検出さ

 れた今回の調査で検出された遺構は153基確認された。これらの遺構は、縄文早期～後期及

 び中世に属するものである。今回検出された遺構にはDY(土壙)80基、PY(ピット)73基

 ありここでは、縄文時代を中心として遺構の種別に沿って概述する。

 1)土壙

 DY59「第67・68図」

 A調査区の東側中央部のピット群が密集する付近で確認された。重複関係はない。平面形は

 不正形を有する。確認長径(1.1m)、深さ41cmを測る。埋土は5層に分けられ、底部はほぼ

 平坦で、掘り方は西側が緩やかである。出土遺物は後期の遺物であることから、縄文後期に属

 するものと判断される。

 DY68「第72・73図」

 A調査区の南側壁面で確認された。重複関係はない。平面形は不正形を有する。確認長径

 (1.7m)、深さ82cmを測る。埋土は5層に分けられる。底部は西側が垂直に近く、東側が緩や

 かに堀込んでいる。前期末と後期の遺物が出土していることから、縄文後期に属するものと判

 断される。

 2.出土土器

 ・B群土器「第74図1・8・20」

 貝殻腹縁圧痕文を横位に展開したもので、大寺式の特徴をもつ。

 ・E群土器「第74図3・4・16～18」

 多量の繊維質を含むのが特徴で、羽状縄文の土器片の他に16のように撚糸圧痕文が伴うもの

 もある。花積下層式に平行するものとみたい。

 ・G群土器「第74図2・5～7」

 口縁部付近に施文する横位の半載竹管文が特徴で、縦長の深鉢形を示すことから大木4～5

 式に平行するものと考えられる。

 ・Ｉ群土器「第74図9・10・19」

 地文の斜縄文に渦巻文や方格状の粘土紐を貼付したもので、大木8a式の特徴をもつ。

 ・N群土器「第74図11」

 太状の沈線文で変形の「J」字状文を構成するものであり、綱取式に平行する。

 ・O群土器「第74図12～15・21～33」

 細線による「S」字状連続文や太線によるステッキ状文等の堀之内1式土器と主体にして僅
 かに突刺文を多用した三十稲葉式土器も含んでいる。
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   表一4米沢市の縄文土器編年表1998手塚
         1万大樽追跡出土土器　　　　米沢関東      東北南部東北北部      新潟県
        年前草　　　　　　　　　　　　　　　後野　              　　　　　　　大平山元1

         　　　　　　　　　　　(+)　　　　　橋立1　　　　日向1
        創　　　　　　　　　　　　花見山　　　　一ノ沢1　　　　　　　　小瀬が沢1

         　　　　　　　　　　　　西鹿田
         期　　　　　　　　　　　　西谷　　　　火箱岩　　鴨平　小瀬が沢2

         8,000　　　　　　　　　　　　大谷寺　　　　一ノ沢Ⅱ竜泉新洞

        　　　　　　　　　　　　　　　井草1　　　　　一ノ沢Ⅳ　　　　　　　　前
       　　　　　　　　　　　十　　　　大丸　井草Ⅱ　　　　　一ノ沢Ⅴ
         　　　　　　　　　　　十　　　　　　　　夏島　　　尼子

         1　　　　　　　　　　桑山1稲荷台　　竹之内1日計　小瀬ガ沢3
       早　　　　　　　　　　　十　　　大浦山 稲荷原 花輸台　竹之内Ⅲ　　本ノ木

        　　　　　　　　　　　十　　　平坂　善門寺　　　　　　　　　　　　　　　葉
         　　　　　　　　　桑山Ⅱ三戸　　大平　　　　　　　　白浜　　卯ノ木

        大樽A群土器桑山Ⅲ・大樽1　　田戸下層　　須刈田　　　　　　小船渡平　　　　　　　　中
        大樽B群土器桑山Ⅳ・大樽Ⅱ　田戸上層大寺　常世物見台樽田　小叛平
         大樽C群土器桑山V・法将寺子母口　　明神裏Ⅲ

         　　　　　　　　　　桑山Ⅵ野島　　槻木1　　　　　　　ムシリ1　　　　　　　　葉
        　　　　　　　　　　桑山Ⅶ　　　　鵜ケ蔦苔　　葉山Ⅱ　　　　　　　赤萄蛋
        　　　　　　　　　　横山1　　　　 茅山下層　　上川名Ⅰ　　　　　　　　後

        期　　　　　　　　　　横山Ⅱ　　　　茅仙上層
         　　　　　　　　　　　十　　　　　　　十

       　　　　　　　　　　　十　　　　　　　十　打越1　　梨木畑　　　　　　　早稲田Ⅴ
        　　　　　　　慶泊清水B　　神之木台　打越Ⅱ　　　　　　　　葉

         6000大樽D群土器　　板谷1　　　　　下吉井船入島下層長七谷地

         　　　　　　　　塔ノ原1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　前
        前大樽E詳土器八幡原別・窪平1　花積下層　上川名Ⅱ尾鮫　　布目

         　　　　　　　大樽Ⅲ・窪平Ⅱ
         　　　　　　　窪平Ⅲ　　　　　関山1　桂鳥　　　　　　　表館

         大樽F群土器一ノ坂1・松原
         　　　　　　　一ノ坂Ⅱ・大樽Ⅳ関山Ⅱ　　　　　　深郷田
        　　　　　　　横山Ⅲ・板谷Ⅱ　　　　　　　　大木１　　　　　　円筒下層a

        　　　　　　　　板谷Ⅲ　　　　　黒浜　植房　大木2a　　　　　　円筒下層b1　　　刈羽　　　　　　　　葉
        　　　　　　　　嫁締B　　　　　諸磯a　浮島1　大木2ｂ
        　　　　　　　　窪平Ⅳ　　　　　　　　大木3　　　　　　円筒下層b2　　　巣龍寺　中

        大樽G群土器塔之原Ⅱ　　　　　諸磯b　浮島Ⅱ　大木4　　　　　　円筒下層c　　　　　　　　葉
        　　　　　　　八幡原AV　大木5　　　　　　円筒下層d1　　　鍋屋町1

     期大樽H群土器八幡原皿・大樽V　諸磯c　浮島皿　大木6古　　　　　円筒下層d2　　　鍋屋町2　　後
       　　　　　　　八幡原AⅢ　　　　十三菩提　典津　大木6新　　　　　　　　　葉

         5500　　　　　　　台ノ上1

         　　　　　　　台ノ上Ⅱ　　　　　五領ケ台1　　糠塚　　　　　　　　　　　十　　　　　　　　　前
       中　　　　　　台ノ上Ⅲ・成島1　五領ケ台Ⅱ　下小野　大木7a円筒上層a

         　　　　　　　　　　　清水台　阿玉台Ia　　　　栃倉1
       　　　　　　台ノ上Ⅳ・成島Ⅱ阿玉台1b　　　大木7b　円筒上層b　　　　長者ガ原　　　　　　葉

        　　　　　　　　　　　　　　　　　　勝坂1　阿玉台Ⅱ円筒上層c
      大樽1群土盟　　　　台ノ上V・天樽Ⅵ1　勝坂Ⅱ阿玉台Ⅲ　大木8ａ円筒上層d馬高1

         　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中の平Ⅰ　　　　　　　　　中
        　　　　　　台ノ上Ⅵ・窪1　　　勝坂Ⅲ阿玉台Ⅳ榎林1　　　　馬高2

        大樽J群土器台ノ上Ⅶ・邸・規澗加曾利E1　　　大木8b　　　　　　　　　　葉
         　　　　　　　台ノ上Ⅷ　　　　　　　　　　　　　　榎林Ⅱ　　　　馬高3

        期　　　　　　　台ノ上Ⅸ・極Ⅲ加曾利ＥⅡ　　大木9a
         　　　　　　　窪Ⅳ　　　　　　　　　　　　　　中の平Ⅲ　　　　栃倉2　　　後

        大樽K群土器窪V・大樽Ⅷ加曾利EⅢ古　大木9b
        　　　　八幡原BⅡ・花沢AI　　　大木10a　　　　　　　　　　　大平

        大樽L群土器八幡原BⅢ・大清水加曾利EⅢ新　大木10ｂ
         　　　　　　　八幡原BⅣ・花沢AⅡ
         　　　　　　　大壇　　　　　　　　　　大木10c　　　　　　葉

        4000大樽M群土器　　　大樽Ⅸ・竹井塊A1　　　　十

         大樽N群土器大樽X・横山Ⅳ称名寺　　　綱取1門前　　　　　十　　　　　　前
         後大樽0群土器竹井境A貰・大樽M堀之内1　　　綱取Ⅱ大曲1　　三十稲業1

         　　　　　　　竹井境AIV堀之内Ⅱ　　　南境　　　　　　　大湯　　三十稲業2・葉
        大樽P群土器竹井境餌・大樽ⅩⅡ加曾利BⅠ　　　　　　十腰内1

       　　　　　　　左沢1　　　　　　　加曾利BⅡ　　宝ケ峰　　　　　　十腰内Ⅱ　　　　　十　　　　　　　中
         　　　　　　　　十　　　　　　　　　　　　　　　　　三仏生

       大樽Q群土器左沢Ⅱ・大樽XⅢ加曾利BⅢ　　　　　　十腰内Ⅲ　　　　塔ガ峰　　　　　葉
         　　　　　　　左沢Ⅲ　　　　　　　　曾谷　　西ノ浜　　　　　　十腰内Ⅳ、

        　　　　　　　　　　　　　　　十　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　後
         期　　　　　　　上ノ町　　　　　　　安行1　　　　　　　　　　　　　十

         　　　　　　　　十

         3000　　　　　　　　十　　　　　　　安行Ⅱ　金剛寺　　　　　　十腰内Ⅴ　　　　　上山
        　　　　　　普門院　　　　　　安行Ⅲａ大洞B1・B2　　　　　大洞B1・B2　　　　　石倉1前

        晩　　　　　　清水北C　　　　　　安行Ⅲb　姥山　大洞BC大洞BC　　　　　石倉2葉
        　　　　　　丹南1　　　　　　安行Ⅲc前浦1　　大洞C1大洞C1　　　　　朝日1中
        　　　　　　丹南Ⅱ　　　　　　安行Ⅲd前浦Ⅱ　　大洞C２大洞C2　　　　　朝日2葉
        　　　　　　杢代1　　　　　杉田Ⅱ　千網　　　　　大洞A大洞A　　　　　藤橋後

         期　　　　　　杢代Ⅱ　　　　　　荒海　　　　大洞A'大洞A'　　　　　鳥屋
         2000　　　　　　　　　　　　　　　　　　福湘島砂沢　　　　　緒立

弥生時代

 *山内請易・林 隙作・小林達雄氏らによるものを参考に作成した。
 く十)は該当する土器が見つかっていないもの。十は土器はあるが、編年に至らないもの。





 第Ⅷ節天神裏古墳

 1.遺跡の概要

 米沢市街地から北東約5kmの大字長手字天神裏地内に位置する。古墳は南北に細長く延びる
 長峰山丘陵の北端部に立地する。古墳は「エゾ穴」と地元では呼ばれ、古代の住居として使用
 していたと語り継れてきたようだ。

 古墳は丘陵東方箇所に一基だけ確認され、周辺は水田で占められる。後世の土地利用や遺物

 愛好者の試掘によって、天井石は一枚だけ残在していた。この箇所から奥壁が見え、「エゾ穴」
 と呼ばれる風景を呈す。現状は山林であるが、丁度地主が木を伐採した直後であり、遠方から

 も墳丘が確認できた。この長峰山は石切場でもあり、凝灰石の石材を産出してきた。

 2.調査の概要

 調査は、古墳墳丘の測量から開始した。その後東西南北の4箇所にトレンチを配し、掘り下

 げを開始した。トレンチはA-Dと各箇所に命名し(図参照)、深さはその箇所に応じて、対

 応することにした。

 その結果、Bトレンチからは多量の焼土や焼成を受けた割石が認められた。側壁を破壊して

 焼土は玄室までおよんでいた。すなわち、玄室の大半の埋土は後世に推積したものと理解され

 るのである。この状況は墳丘の東方から削平したこどを示している。

 Aトレンチは墳丘の自然推積状況に重点を置き掘り下げた。この箇所は古墳構築時期の現状

 をとどめていると理解され、腐植土を除去した段階で掘り下げを中止した。

 Dトレンチの北方箇所にある落ち込みは風倒木墳と考えられる。この箇所もAトレンチと同

 様に腐植土を除去して終了する。Dトレンチは古墳の主体部に沿って配置した。羨道の天井石

 はすべて破壊された痕跡を有し、杉の切株が羨門中央にあった。前庭部も削平された状況を示

 し、多様の割石が散乱していた。前庭部下場は泥炭層が若干認められ、一時期沼地か湿地で

 あったことがうかがわれる。調査期間は平成10年7月6日から同年7月17日の延べ12日間

 であった。

 3.検出遺構と出土遺物

 天神裏古墳は古墳として成立した後に、近年数回の削平・破壊され今日に至ったものとみら

 れる。ここでは今回の調査で確認した遺構について説明したい。

 1)墳丘(第77図参照)

 山麓を削り出して墳丘を盛り上げたものである。各トレンチとも明確に周溝を示すセクショ

 ンは得られなかったが、現地状況から判断して約10mの墳丘を有する山寄式の円墳と推測され

 る。玄室は、東南側に開口した横穴式石室で、玄室の天井石や側壁の大半は破壊され、玄室内

 部に墳丘の盛土を埋め戻している。玄門は残在しているが羨門は完全に失われている。

 現存する石室から想定される主体部としては、玄室幅1.7m長さ2.5m羨道の長さが26m幅
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 80cm高さは推定で80cm～1mの全長約5.１mを測る。凝灰岩の割石を主体に積み上げ、天井に
 向かうと幅が狭くなる構造である。断面形態が樽型になる持ち追り工法を示す。奥壁は一枚石
 を使用している。

 前庭部は削平されて不明であるが、全体の形状から推測される主体部の長は少なくとも6m

 前後と想定される。側壁の裏側には30cmの割石が裏込として使用されている。遺物は数回に亘っ

 て遺物愛好者の手で、持ちさられたと考えられる。埋土から直刀の鍔、底面西南側壁付近から

 も直刀の鍔、鉄鏃が出土しているが、いづれも埋納当時の場所ではなく、後世に動いた状況で

 出土している。鍔は3点、鉄鏃は約30本分の破片が出土している。その他に羨道埋土上面から

 須恵器甕片が4点出土している。いづれも少破片である。

 2)出土遺物
ぞくねのぐろ

 直刀鍔3点、鉄鏃は破片で云うと100点ある。鑑身（ぞくね）、基部箆代（のぐろ）から想定すれば前述した数な

 ると推測される。第79図に示した1と3は全体の半分が残存するものであり、1は12.3mの楕

 円形を有し、厚さは6mmである。3は10.6cmのほぼ円形を有する形態で、両者とも方形のすか

 し装飾をほどこす。2は直径6.5cm、短径4.8cmの円形を示す形状で、厚さ3mmと両者にくらべ

 て薄い。いづれも8窓透かしを有するものと推測される。中央部には直径3cm、短径1.5cmの長
こみ

 円形状の茎（こみ）持つ。

 鉄鏃は、全体の形態がわかる3本を図化した。完形の4は全長16.8cmを測る。尖端部の断面

 形態は長方形、中間は方形、基部は丸形である。尖端部の形態は丸味を有すタイプと5、6の

 ようにやや角ばるタイプの2形態が認められる。基部には木片が認められる。基部の形態はい

 づれも同様である。少破片の中には接着している例もあり、何十本単位でまとめて、埋納した

 ことがうかがえると言えよう。その他の遺物としては須恵器片がある。

 4.まとめ

 地元で「エゾ穴」と呼ばれていた箇所が古墳であることは、今回の調査で明確になった。し

 かしながら、この箇所を掘れば、何かが出てくる、すなわちエゾ穴、古墳、先住民の住居と言っ

 た、何らかの認識はあったことは明確である。

 今回調査した古墳は本県でも、米沢市・高畠町・南陽市の東南置賜地区しか認められない埋

 葬形態である。本市には戸塚山古墳群を中心に約250基と推測されている。これらの中で構築

 当時に形態を有するのは数10基にすぎないと認識している。これは古墳が群集する場所が南方

 や西方といった日当たりの良い場所にあるため、土地利用の際に、やむなく、破壊されたもの

 が一つの要因であろう。

 これらの状況の中で、昨年度は木和田古墳、今年度は天神裏古墳、後述する長手古墳を調査

 した。墳丘全体、あるいはその地域全体が消滅した場合は痕跡をとどめないのは、当然である

 事が証明された調査であったと言えよう。

 今回の調査にあたり、快く承諾していただきましたことや、伝世の話を聞かせていただきま

 した地主さん、ご協力いただきました長手地区の皆様に感謝申し上げます。
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 第IX節  長手4号墳

 1.遺跡の概要

 米沢市街地から北東部約4kmの大字長手字城山地内に位置する。古墳の立地する城山は、伊

 達氏の家臣と伝えられている網代伯耆守の館跡「長手館」(別紙参照)が存在する。

 古墳は、城山の南山麓から尾根にかけて5基が分布すると推測されていたが、後世の城構築

 によって3号墳～5号墳が大幅に改築されており、昭和58年に調査確認した1号墳と2号墳以

 外の古墳については、古墳と疑問視する向きもあった。今回は、古墳と推測されている墳丘の

 うち、その破壊が著しい4号墳を対象としたものである。

 2.調査の概要

 調査は、古墳と推測される4号墳を中心として、ほぼ南北と東西の2本のトレンチを配して

 行うことにした。現状の測量調査を行ってから東西のトレンチを設定して掘り下げる一方、南

 北のトレンチも平行して進めることにした,)

 ところが、東西トレンチを約40cm下げた段階で、古瀬戸瓶子が横転した状況で出土し、付近

 から散骨を示す火葬骨が検出された。さらに、慎重に掘り下げてみると意図的に整地したと考

 えられる砂利層が竪穴式に堆積していることから墳丘を掘り込んで埋められたと判断された。

 また、南北のトレンチ上部からは板碑の破片も出工している。この段階で、中世墳墓との結論

 に達したが、念のために土層の確認をするためにさらに掘り下げたところ約150cmの面で古墳

 の玄室の一部と考えられる凝灰岩の側壁と奥壁が出現し、古墳を利用して墳墓を構築した特異

 な遺構であることが判明した。調査期間は平成10年(1998)12月11日から同年12月25日である。

 3.遺構の概要

 長手4号墳は古墳として成立した後に中世墳墓に再利用され、最終的に山城のテラスとして

 今日に至ったものとみられる。遺構の詳細について触れたい。

 1)古墳「第81図」

 山麓を削り出して墳丘を盛り上げたもので、東西トレンチの西方断面に構築当時の墳丘面が

 確認された。さらに、南側を除くトレンチで周構が認められていることから約10mの墳丘を有

 する山寄式の円墳と推測される。玄室は、ほぼ南側に開口した横穴式石室で、玄室の天井石や

 側壁の大半は中世墳墓の構築で破壊され、玄室内部に整地層とともに埋め戻されているが、玄

 門と羨道の天井石の一部と羨道部から羨門はその痕跡を残している。ただ、羨道の天井石に関

 しては、崩壊した際に南側に移動した可能性が強い。現存する石室から想定される主体部の規

 模は、玄室が幅1.8m長さ2.5m、羨道の長さが2.65m幅1.5m高さ1.Omの全長5.15mを測り、

 凝灰岩の切石をほぼ垂直に積み上げて構築したものとみられる。

 前庭部は山城のテラスによって削平されたいることから不明であるが全体の形状から推測さ

 れる主体部長は少なくとも6m前後と想定され、旧墳丘の状況から積算される玄室高は約1.8m
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 位を有していたと考えられる。側壁の裏側には30m前後の割石が多量に認められた。遺物とし

 ては、羨道の玄門寄りに須恵器坏2点と前庭部の羨門付近から土師器坏4点、須恵器坏1点、

 須恵器壷1点を出土しているが、玄室に関しては中世火葬墳墓の構築の際に清掃したものとみ

 られ、遺物の痕跡は認められなかった。

 出土した須恵器と土師器は、8世紀の前半と推測されるが、横穴式石室の特徴でもある追葬

 の可能性を考慮すれば、古墳構築年代に直結することは断言できない部分もある。

 2)中世墳墓

 古墳の主体部を破壊して埋め戻し、長さ約3.5m、深さ1.5mのほぼ円形の土壙状の主体部を

 掘り、内部に砂利層を整地した上部に古瀬戸瓶子を埋納したものと考えられる。墳丘は約14m

 の隅丸方形に整形しており、古墳の墳丘に約40cm程の盛土を行っている。

 出土した瓶子は、13世紀後半期と推測される搬入古瀬戸瓶子であり、器内には火葬した人骨

 が多量に納められていた。器高が30.4cm、胴部最大径が17.8cm、口径6cm、底部8cmを有する

 短頸の古瀬戸瓶子で、土層に面した器面の一部の釉薬が剥落しているが全体に淡い灰緑色の自

 然粕が施された優品である。また、胴部亀裂部分に漆とみられる補修痕が確認されることで、

 ある程度の伝世期間を示唆するものとみたい。

 墳丘の表土付近からは、板碑の破片4点が認められていることから墳墓構築後の供養碑とし

 て建立したと推測される。その後、中世の山城の構築によってテラス(帯曲輪)の一部に整地

 された時点で墳丘上の板碑が破壊されたものとみられる。

 4.まとめ

 今回の最大の成果は、古墳を中世期に再利用して墳墓として構築したもので、横穴式古墳の

 内部を利用した例は数多くあるが古墳自体を転用したのは極めて珍しいといえる。しかも、古

 瀬戸瓶子の出土例としては現在川西町吉田出土の2点(県指定文化財)が唯一であり、今回で、

 2列目となる貴重な資料といえる。

 吉田出土の瓶子は底部付近でくびれを有しているが、長手の4号墳の瓶子はすんなりと底部

 に向かうのが特徴で、仙台市柳生台畑遺跡出土の瓶子に類似している。

 瓶子の年代としては13世紀後半が妥当とみるが、前述したようにある程度の伝世期間が想定

 されることから埋葬年代は瓶子よりも新しいことを考えておきたい。ただし長手館の成立が遺

 構の形態から16世紀後半と推測されることから、館の年代を下降するものではない。米沢盆地

 を中心とした地域には、城館後・塚・墳墓・経塚・板碑など山形県内でも貴重な中世遺構が集

 中する地域でもある。しかし、中世遺構の調査資料は以外と少ないことも事実であり、今回の

 中世墳墓の発見は、これからの中世史を研究する上で貴重な成果となるものである。

 次に古墳は、長手2号墳と規模は同様であるが、2号墳は割石を多様した構造であるのに対

 して、今回の4号墳は主体部積石が大半を切石で構築する構造であり、相違がみられる。この

 ことは、年代の特徴か埋葬者の身分の相違かは、今後の課題となるが群集古墳を解明する重要

 な資料を提供したものといえる。
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        所収遺跡名　　　　　　　所在地:　　　　　　　　　　　　　　　市町村　遺跡番号　北緯東緯調査期間面積㎡調査原因

        　　　　　　　　　　　やまがたけんよねざわし山形県米沢市6202　　G-150　　　　　　37度140度199804224500宅地造成
       おおたるいせき大樽遺跡　　　　　たてやまちょうめ舘山4丁目　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　54分4分～

       第4～9次　　　　　　　　　　　　　　　ちない地内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　36秒25秒19981023
        　　　　　　　　　　　やまがたけんよねざわし山形県米沢市6202　　A-9　　　　　　37度140度19980706100確認調査

      てんじんうらこふん天神裏古墳おおあざながてあざてん大字長手字天　　　　　　　　　　　 56分　 10分～19980717
        　　　　　　　　　　　　　　　　　じんうらちない神裏地内  24秒57秒
        　　　　　　　　　　　やまがたけんよねざわし山形県米沢市6202    A-31              37度140度19981211100確認調査

        ながてごうふん長手4号墳 おおあざながてあざしろ大字長手字城                          55分9分～19981225
                                                 やまちない山地内  10秒   8秒

    

      所収遺跡名種別　主な時代主な遺構　　　　　主な遺物　　　　　　　　特記事項

      大樽遺跡集落跡　縄文時代竪穴住居跡・集石遺構縄文土器　　 集石遺構

      天神裏古墳古墳　7世紀末～8世紀初頭　　石室　　　　　 鉄鏃・鍔
   長手4号墳古墳墳墓 7世紀末～8世紀初頭・中世 石室　　　土師器・須恵器・瓶子　　古墳を中世墳墓に再構築している
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